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植代同時作溝表面播種法による水稲湛水直播栽培技術
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1 は じ め に

本県における平成 7年度の直播栽培面積は約55haで ,

その内訳は湛水直播栽培が約75%を 占め,残 りは乾田直播

栽培である。ここ2,3年の稲作を取りまく社会的,経済

的諸情勢の急激な変化を反映して,平成 4年対比約 4倍 の

伸びとなった。このように,直播栽培は依然として一般的

な稲作栽培法として普及移行への動きは緩慢であるが,低

コスト・省力技術として関心がもたれているため,近い将

来,多様な経営形態に採用される可能性は大きい。したがつ

て,普及性の高い技術体系の確立が急務とみられる。

一方,試験研究の中では,各地域の気象条件に適合した
,

省力的かつ安定した出芽苗立のための播種様式の開発が検

討されてきた。これらの成果を3、 まえ,水の持っている諸

特性を生かした湛水方式を前提とし,農家に受け入れやす

いと思われる播種方式を試みた。具体的には,安定した出

芽苗立と,倒伏防止を兼ね備え,しかも,播種後の水管理
,

雑草防除そして月巴培管理が容易であること,作業機の必要

動力が中程度のもので,全天候型播種が期待できる「植代

同時作溝表面播種法」について,播種深と苗立ちの関係を

検討 した。

2試 験 方 法

(D 試験実施場所 :当試験場圃場 (細粒灰色低地土)

2)供試品種 :ま いひめ

13)播種月日 :6月 5日

に)供試種子と目標播種量 :酸素供給剤 (商品名 :カ ル

パー16)2倍量粉衣種子,乾籾で 6 kg/10a

6)区の構成

注 牽引 トラクターの馬力は32馬力

16)播種作業行程

耕起→施肥→荒代→除草剤散布 (湛水で10日経過)→

落水→ 植代一作溝―播種 (枠内は同時作業機を使用)

17)作溝に使用した「船底型溝切り器 (試作)」 の形状

(図 1)

コーティング糧子藩下●E

図 1 ドリルシーダに装着 した「舟底

型溝切り器 (試作)」 の略図

3 試験結果及び考察

0)溝立ての改良

省力的な播種を行うために,ロ ータリシーダを利用 した

植代同時播種を試みたが,備え付けのディスクによる溝の

形成は,溝切り直後に泥が溝に埋め戻り,溝のない表面条

播の状態になり,目的を果たせなかつた。そこで,図 1に

示した「舟底型溝切り器Jをディスクの回転軸に固定し
,

溝立ての改良を図った。その溝の底部に,種子タンクより

ラクターの馬力 tま32馬力

図 2 代かきと溝成型及び播種状況
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モーター駆動で掻き取られたコーティング種子を自然落下

させた。溝の切り角度は90° とした (図 2)。

2) 播種時の土壌硬度と播き溝深の関係

表 1に示 したとおり,日面の土壌固化が十分得られない

場合,溝切り器で脇に寄せられた泥が溝に埋め戻され,溝

表 1 播種直後の土壌硬度と播き溝成型の状態

の形成が良 くできなかった。播種時の土壌硬度と溝深の関

係を見ると,日面からのゴルフボールの埋没深が概ね 2 cD

以上では,溝が泥で埋め戻され溝深が l cI以下,同様に 2

～ l cIで 2～ 3mの溝深,さ らに,1～ -lmで 3m以上

の溝深となり,ILE硬度が固いはど溝深は深くなった。

田面位置

播種溝位置

22

注 日面硬度はゴルフボールを地上 1■ から落下させ,tE面から球面上部までの埋没深で示す。播き溝深は田面から溝

底までの深さを示す。

表2 播き溝深と出芽・苗立の状況 (播種後22日 )

採取粒数(粒)  45

播

島鯛薫愁購

(m) 
最本値 最」鼈 平均値

～4 0cIでは約35～65%の範囲で平均値が463%と 前者よ

りも苗立率が劣った。また,対照区の土中直播の苗立率は

約60～90%の範囲で平均が690%と 高率であった。

以上のことから,作溝表面播種法の苗立は播き溝深の影

響を受け,全ての溝深で土中直播にまさる結果とはならな

かった。 しかし,播 き溝深20～30御で安定的かつ最も高

い苗立が得られた。

に)生育収量

植代同時作溝表面播種区は,苗立数が土中直播に比べ少

ないが穂数はややまさった。 しかし,1穂粒数が劣りずあ

たり籾数,登熟歩合,千粒重が同程度であり,植代同時作

溝表面播種区の玄米重は土中直播と同じであった (表 3)。

表 3 生育と収量

粒数 り籾数 歩合 重 米重

0      228

00～10 発 芽 率(%)  1000  600  847
(9)  苗立率 1(%)  867  125  583

苗立率2(%)  773  125  549
採取粒数(粒)

10～20  発 芽 率(%)
(3)  苗立率 1(%)

52      42      467
929     630     744
833     543     657
786    519    609苗立率 2(%)

採取粒数(粒 )

20～30 発 芽 率(%)
(8)  苗立率 1(%)

73      35      480
976    733     887
902    533     760
002    517    746苗立率 2(%)

採取粒数(粒 )

30～40 発 芽 率(%)
(4)  苗立率 1(%)

91      41      575
835     52 1     703

780    375     61 3
659    31 3     463

区  名
苗立率 2(%)
採取粒数(粒)  27   42   386

対照区  発 芽 率(%) 1000  740  853
(8)  苗立率 1(%)  934  591  741

苗立率 2(%)

(γO(杉0(粒)(×ЮO(%)(旦2(セ/D

注 採取粒数,出芽率,苗立率は50cm長間について調査

した。苗立率 1は 1葉以上,苗立率 2は 2葉以上の

苗の割合を示す。

3)播種深と苗立の関係

播種後22日 の苗立状況を表 2に示した。 2葉以上の苗立

の状態を見ると以下の結果となった。

播き溝深が00～ 1 0co区 で発芽率は高かったが,雀害に

より苗立数が少なかった。同様に,播き溝深が10～ 2 0cn

では約50～80%の範囲で平均値が609%,20～ 3 0omで は

約50～ 90%の範囲で平均値が746%の 苗立率が得られ,30

植代同時播種区 153 426 753 301 827 232 615
対  照  区 160410769315840233615

4ま と め

(1)ド リルシーダを利用する植代同時作溝表面播種機の

溝立て部を「舟底型溝切り器」に改良した。

●)苗立率は播き溝深 2～ 3 clで高かった。

3)溝深を 2～ 3側に作溝するための播種時の田面硬度

はゴルフボール深で 1～ 2∞が適当であった。

14)溝深の深いところは苗立率が低下するが,こ れは
,

溝側面の土壌崩落の速さとの関係と推察され,今後,溝切

り角度 (溝型)と土壌崩落及び出芽時の覆土深の関係を検

討する必要がある。
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